
研究へのご協力のお願い 

 

小児がん経験者（Childhood cancer survivors）の晩期内分泌合併症に関する検討について 

 

この度、神奈川県立こども医療センター内分泌代謝科では、小児がんに対する治療として造血幹細胞移植

を受けられた患者さんを対象に 

「小児がん経験者（Childhood cancer survivors）の晩期内分泌合併症に関する検討」という臨床研究を

計画しております。 

下記の内容をお読みいただきご協力くださいますようお願いします。 

 

この研究は、小児がんに対する治療として造血幹細胞移植を受けられた患者さんが、その後、どのような

内分泌合併症を発症したかどうかを分析することにより、内分泌合併症の発症率や危険因子を解明する

ことを主な目的としています。 

そのため、2000 年 1 月～2016 年 5 月に当院で造血幹細胞移植を受けられた患者さんの診療録から内分

泌合併症と関連する診療情報を抽出し、詳しく検討させていただきます。研究期間は当センター倫理委員

会での承認後 2017年～2025年を予定しており、東邦大学大学院医学研究科社会環境医療系衛生学講座

と協力して、抽出した診療情報を統計学的に解析し、内分泌合併症の発症率や危険因子を解明する予定で

す。対象となる患者さんに新たな検査や費用の負担はございません。 

本研究はヘルシンキ宣言（2013 年 10 月 WMA フォルタレザ総会での修正版）及び人を対象とする医

学系研究に関する倫理指針（2014 年 12月 22日（2017年 2 月 28日一部改訂））に従って実施され、患

者さんの個人が特定できる情報とは切り離したうえで使用するため、個人情報が外部に漏れることはあ

りませんし、プライバシーには十分に配慮して行います。 

また、研究の成果は関係の学会や学術雑誌で発表されますが、患者さん個人を特定できることはありませ

ん。 

 

本研究の対象となる患者さんでご自身やお子さんの情報は利用しないでほしい等のご要望がございまし

たら、下記連絡先までご連絡ください。その場合、情報は使用いたしません。また、そのことにより診療

や看護等において不利益を被ることもございません。 

（苦情の受け付けは倫理委員会事務局となります。）ただし、解析終了後は削除できないためご了承くだ

さい。 

 

この掲示内容に関してご質問等がございましたら、ご遠慮なくお問い合わせください。 

 

                                 令和 2年 11月 

神奈川県立こども医療センター内分泌代謝科  

                    個人情報管理者 部長 室谷 浩二 

研究責任者 医長 花川 純子 

 

 

お問い合わせ先：  

地方独立行政法人神奈川県立病院機構 神奈川県立こども医療センター 

総務課内 倫理委員会事務局  

〒232-8555 横浜市南区六ツ川 2-138-4 電話 045-711-2351(代表)   内線 2212 


